平成２９年度（２０１７）

富山県なでしこフットサルリーグ2017　運営要項

１．目的

本リーグ加盟チームは、相互の切磋により富山県女子フットサル界の水準向上及び、女子フットサルプレーヤーの普及活動を目的とする。
２．主管・本部・事務局

（１）本リーグは、富山県フットサル連盟（以後連盟と記す）が主管する。
（２）本部、事務局は、（登録・施設担当）職場に置く
※　事務局長　　大野　浩伸
　　　　　　　住所　〒933-0959
　　　　　　　　　　富山県高岡市長江155
　　　　　　　　　　メールアドレス：visal.toyama@gmail.com
　　　　　　　　　　　緊急連絡先：理事長携帯　080-4883-5881（中沢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長携帯　080-4254-5696（大野）
３．会計

（１）リーグ運営費は会費、寄付金その他で支弁する。

（２）財務部は、当該年度決算・次年度予算を作成し連盟理事会に提出する。

４．選手資格

（１）富山県なでしこリーグへチーム登録している所属選手であること。

（２）外国選手の加盟登録数は制限しない。ただし試合時のメンバー登録には先発交代を含め4名まで、試合には2名が出場できる。その際に、選手証に「外国籍」と記載する。

（３）小学6年生の加盟登録数は制限しない。ただし試合時のメンバー登録には先発交代を含め4名まで、試合には2名が出場できる。その際に、選手証に「小学生」と記載する。

（４）資格に関し疑義が提出されたときは、連盟理事会で審議する。

（５）参加選手は、傷害保険、スポーツ保険等、第3者への補償および会場の破損などに対応できるものに対応できるもの。

５．登録

（１）加盟チームは、当連盟規約に該当し、次の各号の条件を具備しなければならない。

①前項の有する選手の登録人数は6名以上とする。
②役員の最大登録人数は10名までとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（２）登録選手には番号を付し、その番号はユニフォーム背番号と同一のものとする。

なお、番号は登録人数の枠内で1番から99番までの整数とすること。
※1番の番号を付ける者はGK登録でなければならない。

※ただしビブスでも可能とする。
（３）追加登録に関して

　　追加したい試合の７日前（試合前週の日曜）までに、事務局のメールへ追加した申込書を送信してください。

（４）ユニフォームに関して

①2017年度（公財）日本サッカー協会発行の「フットサル競技規則」に準じていることが望ま
しく、審判と区別がつく色〜黒、濃紺以外の色を使用すること。

（「フットサル競技規則」は（公財）日本サッカー協会のＨＰに記載）但し、その限りではない。

②フィールドプレイヤー（以下ＦＰ）ゴレイロ（以下ＧＫ）のユニフォームとして

正・副があることが望ましいがその限りではない。

※最低、正1着を準備すること。不可能な場合は背番号付のビブス着用も認める。

相手チームと同系色になった場合は、大会本部で用意したビブスを着用することとする。

６．組み合わせ及び日程

（１）リーグ戦は、2017年11月から2018年3月までの間に実施する。

（２）試合日時の変更は、所属するリーグ戦開始１ヵ月前までにリーグ委員長に申告し、連盟理事会で正当な事由と判断された場合に限り変更を行うことが出来る。

・但し、突発的な事由に関しては申請があり次第、連盟理事会に於いて決定する。

７．審判
（１）主審・第2審・第3審は、原則フットサル審判資格を有する女子ものが行う（但し、レフェリー講座受講の者はインストラクター立会いの下、可とする）。審判は、第1試合の場合は、競技開始30分前、それ以降の試合は前試合のハーフタイム終了後に集まること。
主審、第2審及び第3審は審判服を着用し、審判証を毎試合提出すること。（TKはスタッフビブスでも可能とする）

（２）審判が割り振りされている試合には、各チーム：4名選出すること（主審・第2審・3審・ＴＫ・記録2名・BP2名）。前記を該当2チームで行い、試合開始15分前までに配置につくこと。
８．表彰

（１）公式記録に基づき、次の項目において表彰する。

①チーム表彰

優勝

※チーム数に応じて変更がある場合もあります。
９．罰則

（１）棄権

・当該チームの事情により、所定時間に試合が出来ないときは棄権とみなし試合を中止する。

・当該試合のスコアは、「５－０」とする。

（２）無効・没収試合

・何らかの事由により会場責任者が試合開始を中止したとき、審判が試合を打ち切ったとき又は試合終了後なんらかの違反行為が発覚したときは、その後の処置は連盟理事会において決定する。

・上記により没収試合と判断されたときは、連盟規律部会において処分を決定する。

・試合開始前に不可抗力が明らかなときは、試合開始の判断をリーグ委員長及びリーグ運営部長のどちらかに連絡し、指示を仰ぐこととする。

・当該試合のスコアは、「５－０」とする。

（３）警告

・同一の競技会において警告の累積が２回（試合数に関わらず）になった選手は、その競技会の次の１試合を自動的に出場停止とする。その競技会が終了した時点で警告数は消滅し他の競技会へ持ち越さない。

（４）退場

・主審若しくは第2審判により、退場（1試合中2回の警告による退場も含む）を命じられた選手は、その競技会の次の1試合を自動的に出場停止とする。その後の処理は、連盟規律委員会の決定に従うものとする。

（５）懲罰規定による懲戒処分

・報告・提訴・検討及び調査によって発覚した違反行為に対し、連盟規律委員会は日本協会懲罰規定に従い懲戒処分を決定する。

（６）運営要項の不履行

・本要項に反する行為は、連盟理事会に於いて処分を決定する。

（７）審判員の遅刻・欠席

・審判員は時間厳守を心がけ、不可抗力により遅刻するときはリーグ委員長及びリーグ運営部長に連絡すること。

・連盟理事会は、当事者の所属チームに対して、処分を審議する。

　（８）会場担当
　　　　・会場担当の責務（運営マニュアル参照）を果たせないチームは、規律委員会にて厳しく罰せられる。

１０．試合
（１）競技のフィールド

・フットサル競技規則第１条の項目に従ってフィールドを設営する事。原則として、
大きさは20 ｍ×40 ｍが望ましい。

（２）形式

・本リーグは、1リーグ制とする。

・1回戦総当たり方式より行う。ただし、チーム数により形式が異なる事がある。
（３）時間

・リーグ戦は以下の通りにする。

12－5－12、プレーイングタイム（チーム数により異なる事がある）
延長戦は行わない。

（４）ルール

日本フットサル連盟が定めているルールに従う（以下の点については徹底する）。

※ベンチに入れる選手の人数は最大9名とし、チーム役員は4名までとする。

飲料に関しては、体育館利用の観点からなるべくスクイズボトル使用での水のみとする。

（５）順位

・試合の勝者には3点、引き分けには1点、敗者に0点の勝ち点が与えられ、勝ち点の多い順に順位を決定する。但し、勝ち点合計が同じ時には、以下の順序により決定する。

1 当該チーム間の対戦成績
2 当該チーム間の得失点差

3 当該チーム間の総得点
4 下記に基づく警告退場のポイントがより少ないチーム
ⅰ)イエローカード1枚1ポイント

ⅱ)イエローカード2枚によるレッドカード1枚3ポイント

ⅲ)レッドカード1枚3ポイント

ⅳ)イエローカード1枚に続くレッドカード1枚4ポイント
5 　ファール数の少ないチーム

ここまで順位が決まらない場合は抽選とする。

（６）試合の成立人数は、5名とする（選手チェック時に集合していること）。

１１．破損・修理

（１）リーグ開催中（試合、練習含む）に体育館および付帯する設備に破損が生じた場合、直ちに会場担当者が体育館側に報告を行う。会場担当者が行えない場合は、リーグ委員長、リーグ副委員長、もしくは代理の者のいずれかが体育館側に報告を行う。場合によっては試合を中断して  対処すること。会場担当者はリーグ運営部長及び理事長に連絡し、指示を仰ぐこととする。

（２）修理およびそれらに関して発生した費用は、破損させたチームが負担するものとする。

 　　　　詳細は事情聴取の後、連盟理事会に於いて決定する。
　　　リーグ委員長　：　〇〇〇〇
　　　リーグ副委員長：　〇〇〇〇
　　　リーグ委員　各チームより1名

１２．その他

施設で使用するボールはチーム名を必ず記載する。

記載無きボールが見受けられた場合、連盟にて没収する。

本要項に記載されていない事項に関しては、別途協議することとする。
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